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の
体
性
を
筒
潔
に
.述
べ
、，
然
も
^
の
人
間
が
右
の
：制
約
0
下
^
あ
る
生
物
な
る
乙
I
 

說
$
た
も
の
'に
外
な
'6
>
な
い
o
人
間
に
優
石
偉
大
な
^
:0
は
な
い
ど
.菅

時

ヤ

，
を
の
人,

は
個
人
(5
:
指
す
も
の
で 

な
：く
、
11
:
會
_の
人
間
，
»
會
：化

^

れ
た
人
間
5:
示
す
も
の
.で
あ
る
：乙̂
漱
敢
て
：鰲
言
を
要
1>
な
い
で
あ
ら
ぅ
。
か
く 

の
如
く
人
®
の
存
宅
は
、
社
會
R
よ
々
自
然
^
よ
.ク
制
約
を
受
抄
オ
ゐ
る
。
•'
;
乙
#
を

言

葉

を

換

え

て

云

へ

•:
«
'
次

の

女

ズ
_で
あ
る
:0
‘
.
.
ノ'::.':'..
.

入
.
.
、
"
;.
.
' '、：
 

i

し
人
間
ば
そ
の
：周
圍
0

.
然
的
慶
境
^
順
應
,
る
飞
の
で
あ
る
■°
然
も
乙
の
環
墁
は
不
變
な
も
の
で
葉

K

之
に 

0
t
u
て
、
人
間
は，1.

方

-^
の
變
化
k
.順
：應
ず
る
^
共
に
、〗

'他
方
^
於
い
：て
は
能
動
的
に
出
て
Z
の
變
化
を
_
己
^
順

' 

'
難

ニ

十

六

卷5

5
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濟
典
研
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一
二
六 

處
I

る

蓮

あ

る

。
患
自
然
へ
の
働
き
か
け
は
ス
間
特
有
の
能
力
の
行
使
、
即
ち
人
^

S

あ
め
物
篇
生
■

衆
V 

V道
其
を
、
.
.勞
働
要
者
作
る
i

に
よ
つ
て
可
能
芸
る
の
で
あ
る
。
從
て
先
ゴ 

雪
せ
ね
ば
人
間
は
5

生
を
續
.け
る
i

が
出
f

s

l

g

f
なS

。

そ

れ

故

泛

s

f

目
的
を 

有
J

S

で
t

。
然
も
t

s

は
れ
る
物
質
的
生
產
は
他
の
人
間
S

關
聯
の
中S

S
V

の
み
f

れ
る
。 

人
間
が
馨
的
生
物
で
あ
I

f

の
は
、
含

生

存

Q

I

S
質
的
i

i

間
相
互
間
S

カ
的
關
係
を
核

作
つ
て
以
て
營
むV

い
ふ
ミ
ど
で
あ
る
.;
:0

乙
の
：協
同
的
勞
働
？

つ
て
人
間
は
吹
第
I

然
.へ
の
從
霸
か
I

す
る
。
 

こ
の
自
然
的
影
響
？

S

解
放
の
半
面
S

S
 V

、

人
間
は
益
々
社
會
的
S

I

響
の
下
S

か

。
 

こ
り
人
間
が
そ
の
生
存
に
必
要
な
生
產
の
爲
め
^
彼
等
相
悬
間
に
結
ぶ
關
係—

そ
れ
は
直
接
の
生
產
過
程
こ
ぶ 

け
る
關
係
の
み
I

ず
生
産
物
の
分
配
關
係
も
亦
含
む
も
の
で
あ
る
。
何
ど
な
れ
ば
後
者
は
前
者
k
よ
つ
て
決
定
せ 

ら
れ
る
I

I

之

從

5

者
は
各
£

立
し
ミ
の
で
I

s

らー

の
總
體
は
、
社
S

S

的
#
管
 

形
作

く

尝

3

得
よ
う
。：
そ
れ
は
言
葉
を
換
え
S

へ
ば
經
濟
關
係
で
あ
る
。
.
而

し

て

旣

踅

來

I

る
が
如
く
、
 

人
間
の
第r

の
观
本
的
欲
求
即
ち
生
存
維
持
は
、
か
く
て
f

 

S

の
物
質
的
_

を

靈

す

f

 

I

の
5

の 

>
%
濟

的
歡
造
を
齎
し
、
從
I

れ
は
社
會S

現
實
的
_

た
る
も
の
で
t

、
延
い
て
は
他
の
あ
ら
ゆ
る
社
會
的
な

モメント

I

f

 

t

sで
I

急
藥
は
ね

f

 

I

S

I
う。

S

愚

S

關係の下£

質扮

生

産

を

行

ふ

間

艾

間

の

意

識

が

る

ど

い

ふ

I

'
を

れ

は

言

語

高

「

他
人V,

交
通
の
必
要
、
叩 

ち
そ
の
緊
切
を
待
つ
H

s

i
生
す
る」

$

ふしても朋かであらう。
：
從て意

S

る
も
の
本
社

會
的
な
產
_
ヤ

,*
る
J
;K
は
ね
ば
^

^
-t
.
s。
然
ら
甘
章
識
涨
態
免
亦
ft
會
に
於
け
る
觀
實
的
某
礎
に
應
f
る
も
の

.
 

.

.

.

.

.

で
あ
々
、
页
に
は
社
き
ゆ
經
濟
的
榄
造
^

ょ
つV

制
約
せ
ら
る
る
も
の
で
あ
る
ビ
云
は
ざ
る
を
#

な

S

 

o
然

も

Z
の 

經
濟
的
®

礎
は
不
變
の
も
の
.で
は
な
い
：の

で

あ

る

,0
:

;.
/ 

.

:

,

で
は
經
濟
諸
關
係
の
或
る
一
：定
の
形
態
は
K

R
依

存

す
Z
の
で
あ
る
‘か
。
素

々
人
間
の
生
存
維
持
R

資
す
る
物
質 

的
生
產
は
、
生
產
手
段
^

人
間
の
勞
働
カ
が
伽
へ
ら
れ
5

こ
^

な
く
し
て
は
不
可
能
で
あ
る
。
か
く
し
て
死
物
代
る 

前

者

は

魂

を

與
.へ
ら
れ
る
。
即
ち
生
產
カ
、ヒ
は
か
か
る
物
的
ど
人
的
マ」

の
二
種
の
合
成
で
あ
る
。

こ
の
生
産
力
に
は 

自
然
的
條
件
が
影
響
す
る
，̂

ミ
ろ
尠
く
な
I/
'
こ
ど
_は
容
易
に
看
取
ら
れ
る
.で

あ

:-
6

ぅ
。
謂
'ゆ
る
.地
理
的
環
境
の
如
：何 

は
生
產
カ
の
發
達
^

大
な
る
影
響
を
與
へ
る
。
' 然
し
ミ
の
點
R

就
い
て
は
後
述
す
る
‘豫
定
で
"あ
る
が
、
自
然
的
環
境 

の
影
響
は
過
大
祖
さ
る 
< 
さ
で
は
な
い
の
で
あ
る
.。
何

^

な
れ
ば
勞
働
要
真
の
完
成
枯
同
時
^
向
然
的
環
境
の
征
服 

を
意
球
しV

そ
の
他
方
に
.於
い
て
人
間
は
社
會
的
環
境
へ
、「

即
ち
彼
等
が
人
爲
的
紀
作
つ
.
.た
社
；會
的
關
保
へ
の
依
存 

の
增
大
を
意
味
す

る
.

か
ら
o 

.
換
言
す
れ
.ば
社
會
の
生
：產
カ
が
'«
展
す
れ
ば
す
る
程
、.
人
間
の
經
濟
諸
關
係
は
：祓
雜
ど 

な
る
,

か
く
し
七
：物

質

的

生

產

を

行

ふ

人

間

相

互

の

社

會

的

諸

關

係
.0I

定
の
形
態
は
、
..
t

の
生
產
カ
の
發
展
の
程 

度
^

依
茌
す
る
ど
云
：は
ね
ば
次
ら
な
い
。
.然
も
こ
の
兩
者
は
：相
互
に
結
合
せ
る
：も
.の

で

あ
,|
>

、

不

可

汾

的

の

も

の

な
 

の
e

あ

る
-,
0

斯
く
て
以
上
は
次
の
如
く
要
約
す
る
.こV」

が
出
來
.J:
う

::
0
：日
く
、
生
*

力
の
狀
態
k

ょ
；*
社̂
會
■の
經
濟 

的
構
遛
の
發
展
は
規
定
^

れ
る
が
、
.他
方
に
於
い
‘て

經

濟

讅

咖

係
.

(

或

は

生

產

關

係
:0
こ
.の
總
體
が
該
社
畲
の
：經
濟 

的
構
造
を
構
玫
ず
る〕

は
そ
の
社
會
發
展
の
©

礎
^

る
も
9

で
.あ
る
.ど
。「

物
質
的
生
洁
の
生
：產 

政 

治
的
並
び
^

精
神
的
生
活
過
程
. 

'ー' 般
を
條
件
づ
け
る
.の
で
あ
る
。」

：

：
■

,
, 

: 
一：
.

!

.

' -
 

.

今
乙
れ
を
.t

:
タ
b

デ
ィ
' 
ン
.：.ガ
ァ
的
表
親
を
以
て
ず
れ
ば
.次
の
如
く
で
:*
る
。

て

'

.

.
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#
五̂

ニ1'
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■ A

間
のA

f r

動

の.

性

質

、
道

德

；及

^

法

 

冗
制
約
せ
ら
れ
る
の
は
、
恰
も
河
床
が 

^

电

^

制
約
せ
ら
れ
る

-

如
さ̂

の
で
あ
る
げ
而
し
て
河
床
蓉
の
ー
定
の
形
狀
ど
が
、
勿
論
地
勢
ど
地
質

w

k

 

”

ょ

Q

 

:

て
颜

: ^
^

れ
る

.

や
ぅ̂

、/

极
本
的
自
然
關
孫
.即

'?
>
生
活
必
薷
品
の
獲
得
の

|

^

^

は

、
經

濟

組

織

^

影

響

5:
及
ぼ 

寺
。

: ^

同

樣

亡

：旦
堀

|

が
た
れ
議
傭
床

.

は
爾
後

0

氷
*
?:
決
定

狀
態
に
關
學
る
。
之
れ
e
同
じ
く 
：一
度
作
ぅ
出
3
れ
ね
«
猜
的
秩
序
，

p

亦
、
顧
成
の
法
律
や
遺
德
め
s

R
於
い 

V

そ
の
後
の
經
濟
的
秧
序
の
發
展
を
制
約
す
る
。
乍
然
能
動
的
瓔
素
は
、
彼
k
あ
っ
て
は
常
^
氷
：で
あ
，气
こ
れ
に 

あ
っ
て
は
常
^
在
游
#
要

品

の

獲

得

で

あ

；る
°

: 

•
‘
生
：け
る
作
0
は
經
濟
で
あ
っ
て
、
..風
習
ど
法
則
ヒ
の
中
に
規
定 

3
れ
た
變
形
で
は
波
い
。
法
則
は
變
形c

a
m
f
o
r
m
)

で
あ
っ
て
；

{

眞
の)

：

形
態
：

(
F
o
r

日 >

 

で
は
*S

。

形
態
は
勢
ょ 

く
流
れ
.，

0

、
あ
る
永
の
形
態
で
あ
る
;0
然
し
.變
形
た
.る
河
岸
は
、.
そ
の
ー
形
德
の
中
^
自

身

を

親

定

す

る

^
流
自
體
ょ 

i
,
:
:
'
遙
か
R
廣
く
又
高
4
あ
6
得
る
。
而
し
て
河
岸
が
何
流
'？
:
尙
平
靜
R
且
嚴
然
S
支
配
し
て
ゐ
る
や
ぅ
に
見
ぇ 

,る
間
に
、.旣
^
.河

流

は

河

偉

を

崩

壞

し
«

A
Vぐ
ら
っ
か
せ.て
ゐ
る
の
で
あ
，る
。」

經
濟
ど
法
律
ど
の
關
係
も
亦
同
樣
で 

ぁ

る

«
者
は
^
の
开
^

-'
5
:
rす
る
力
後
者
は
上
部
構
造
即
ち
ぞ
の
參
形
で
あ

3

o」

.(

p
p§ Staudinger, 
^

<

^

1

社
I

®

經
濟
的
構
造
は
、'
前

述

，の

如

く

社

會

の

現

實

的

遲

礎

で

あ

る

。
、
そ

れ

は

蒎

礎

セ

あ

る

ど

同

時

^

を
の
と̂

 

立
っ
一
切
女
謂
爾
す
る
。
^
間

の
意

識
: ^

行
■
も
：'
'
彼
，か
社
會
的
人
間
で
あ
る
以
土
、::
-か
か
る
霞
約
.そ
受
け
ざ
る
を 

得
な
い
，

&
•て
*

に
云
つ
た
人
間
が
歴
史
?:

.作

る

の

で

あ
る
ど
い
ふ
命
題
は
、

か

く
の
如

き

制

約？:
:
受

く

る

現

實

的
 

の
人
間
が
作
る
の
: ^

あ
^

ど
.：

い
ふ
之

ど

>
ー
與
へ
ら
れ
た
經

»

的
基
礎
；の

,1
1̂

於
け
を
人
間̂

意
識
、

.:

行
.

動
が
作
る
.の

で
あ
る
ど
敷
：衍
す
る
.こ
'

V.

が
出
來
よ
ぅ
。
乍
然
こ
の
命
題
の
解
明
は
M

n

R止
ま
る
ベ
き
で
は
な
；

s

 
0
0
^
立
ち
入 

つ
.て
、
社

-#
々
經
濟
的
構
造
は
そ
の
社
#
の
物
質
的
生
產
カ
^
よ
つ
て
決
定
せ
ら
れ
：る
の
で
あ
る
か
ら
、
人
間
の
作 

る
.歴
史
名
亦
社
脅
の
經
濟
的
構
造
、
從
，て
：究
極
^
於
い
て
は
社
#
の
物
質
的
生
產
カ
R
よ
つ
て
制
約
^
れ
決
定
5
れ 

る

も

の

で

あ

る

^
一

 M

は
：ね

ば
*%
ら
なS

の
で
あ
る
。

.…

 

. 

:

尙
當
然
.の
^
ど
で
.あ
ク
な
.が
ら
、
然
名
次
の
如
く
私
：は
附
け
加
へ
§

し
こ
ろ
あ
：6
/a
S

S

Mふ
。
そ
れ
は
以
上
の 

如
く
云
ふ
も
.の
>
、
.歴
史
が
ft
#
の
物
質
的
生
產
力
に
よ
つ
'
.

y

決
定
せ
ら
る
るv

な
す
の
は
.、：
こ
：の
生
.產
力
が
唯J 

の
'決
定
的
要
素
.介
る
.も
，の
:で
ぐ
は
な
い
ど
い
ふ
之v

是
で
あ
る
。
如
何
.に
も
菩
々
が
一
.瞥
を
.

與
：：

へ
た
：る
如
く
、
經
濟
的 

要
素
抹
墀
史
女
作
る
人
間c

社
•會
的
の
を
れ)

の
意
®
ど
行
»
ど
を
制
約
し
、
.從
て
歴
史
R
於
け
る
最
後
の
決
定
的
要 

素
は
そ
の
社
會
の
物
.質
的
生
產
カ
で
あ
る
ビ
云
ひ
得
a
。
然
し
それ

..

は
t
の
，經
濟
的
®
礎
の
上
に
築
か
れ
た
法
徘
も 

政
治
冬
宗
敎
.
-%
學
問
も
藝
術
も
等
等
孰
れ
も
.一
方
的
な
、
.即
ち
取
ド
受
動
的
な
社
會
视
象
代
る
に
過
ぎ
な
い
ビ
云
ふ 

意
味
で
は
な
い
の
で
ぁ
る
o

乙
れ
等
は
そ
の
.相
互
間
..R於
い
て
影
_
し
.合
ふ
0
そ
れ
の
み

^
止
f

ず
之
れ
等
は
經 

濟
的
®
礎
に
對
.しV

も
影
響
?:
及
ぼ
す
の
で
あ
る
。，'謂
.砂
：る
精
神
文
化
は
そ
の
社
#
の
經
濟
的
B
造
に
對
し
て
逆
影 

響
を
及
.ぼ
す
の
で
あ
る
。
.菩
々
は
.妓
k

Ji
i
t會
諸
現
象
0
矛
盾
的
な
相
亙
依
存
の
行
ば
れ
る
之
：.
を̂
見
.る
の
で
あ
る
。
：
 

乍
然
歷
史
過
程
^
於S

 

V
+行
は
れ
る
乙
の
逆
影
響
は
、•
素
よ
A
後
者
の
.發
展
方
向
(£
矛
盾
し
な
い
場
合
に
の
み
、
効 

果
あ
る
芩
の
で
'あ
る
t
ど
は
注
意
せ
ら
れ
■ね
.ば
な
も
衣S

。
即
'ち
若
し「

反
對
の
場
合
^
は
、
；逆

影

響

は

、
.經
濟
的
發 

展
.過
程
：の
脚
制'
緩
漫
化
せ
：し
て
現
は
れ
る
乙
ビ
は
出
：來
名
が
、，
然
し
決
.
-て̂
^
の
發
屉
過
程
の
方
向
の
：變
页
ど
し 

V

は
現
は
れ
.得
な
い
：の
.で
あ
る
11
0
精
神
文
化
.が

か

く

：の
如<
能
動
的
社
會
現
象
た
6
得
，る
の
は
、
.か
か
る
限
界
を
有

f
:
l
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第
ー
九
诚
.

1
 

n
l
J
,

す
る
飞
.
0で
は
あ
る
け
れ
ど
、
尙
社
會
の
諸
瑰
象
は
和
亙
關
聯
に
於
.い
：て
發
展
す
る
も
の
で
あ
6
、

又
ー
切
の
：現
象 

は
或
.る
：現

象K
對
し
て
は
原
因
で
あ
る
.€

同
時̂

他
り
現
象
に
、對
し
：て
は
結
果
炫
る
も
の
で
ぁ
る

I

か
ら
し
て
、
 

そ
れ
は
自
己
を
生
ん
だ
原
因
^
對
し
て
^
影
響
を
及
ぼ
す
名$

で
あ
る
乙
ど
か
^
し
て
、
無
視
^
る
べ
き
も
の
で
 ̂

な
.い
..の
.で
あ
る
.
0

,

こ
れ
等
諸
影
響
の
下
^
人
間
は
#
在
す
る
o
然
か
も
贺
猶
は
於s

て
は
^
の
®:
會
の
物
質
的
生
產
カ
k
よ
つ
て
彼 

は
制
約
さ
れ
、：彼
は
.乙
の
直
接
の
影
響
及
び
.他
の
間
狻
的
影
響
の
.下
^
歷
史
を
作
る
の
で
あ
る
。
彼
は
恣
意
を
以
て 

歴
史
.を
作
り
.得
る
の
'で
.は
な
い
。
彼
を
：制
約
す
る
.r

切
の
條
件
の
下
^
於
，

s

て
の
み
之
を
爲
し
得
る
の
.で
あ
る
S
云 

は

ね

ば

な

ら

な

い

!>
ン 

-

■

し
三
.

:
私
は
W
び
本
稿
胃
頭
k
揭
ザ
た
ク
ノ
ォ
の
⑴
用
文
に
立
ち
臌
ら
ぅ
。

彼
が
く
の
著
述
で
求
め
た
第
一
の
0
的
は
.經
濟
發
诞
の
：蚤
£
的
：觀

察

で

あ

つ

た

？
原
始
的
蒐
集
經
濟
か
ら
今
日
の 

進
步
せ
る
：資

本

主
_

R
至
る
全
經
濟
發
展
に
就
.い
て
槪
.觀
を
與
.
_へ
る
乙V

J

で
あ
つ
た
。
ミ
れ
は
歷
史
k
對
し
て
の
一 

つ
の
態
度
で
^
る
？
廣
沉
な
、
.然
し
誤
ま
た
ざ
_る
課
題
の
提
出
で
あ
る
0
然
し
實
際
現
在
行
は
れ
て
ゐ
る
歷
あ
學
に 

於S

て
は
之
ビ
異
な
.る
放
扱
a
も
亦
布
し
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
個
々
の
時
代
、
又
は
個
々
の
問
題
、
又
は1

定
の
地
理 

的
®
界
に
夺
0
範
園
を
限
つ
て
の
現
象
を
硏
究
の
對
象
ど
す
る
も
.の
o
菩
々
が
R
常
見
聞
す
る
歴
史
.學
の
分
野
k

於 

い
て
か
、
る
«
究
^
接
ず
る
.ミ
ビ
の
.如
何
^
多
き
之
^
か
0
ミ
は
云
へ
、
私
は
乙
の
.硏

究

を

非

雛

す

'る
意
志
は
毛
頭 

な
s

o
た
：
乂
沄
は
ん

w

欲
す
る
こ.

v.

は

、
，
て5
.場

合

？
：主

題1̂
亦
肺
會
'の
、'
:或

は

經

濟«)
全
發
展
：過
程
中
の
.：S
t
.

占
0;
る
も
の
>で
あ
る
z 

Sを
忘
れ
て
は
な
らg

w
,
s

ふ
K

で
あ
る
。
例
へ
ば
か
、
る
特
殊
的
經
濟
.史
ば
全
經
濟
の 

體
系
的
發
展
史
の
雞
築
材
料
た
る
も
の
で
あ
る
ど
い
ふ
こ
ど
で
あ
る
。
然
し
本
稿
に
於
け
る
問
題
は
こ
の
硏
究
態
度 

R
關
す
の
で
は
な
く
、
歷
史
學
內
に
於
け
る
他
の
分
野
、
そ
し
て
.そ
れ
は
結
局
ク
ノ
ォ
の
採
用
す
る
ど
と
ろ
の
、
人 

間
發
股
の
®
史
的
全
過
程
の
考
察
に
就
い
て
た
あ
る
。
®

:■

(

m
Jク
ノ
オ
は
と
の
雨
密
を
.指
し
て"

1

はI

ずuptstrasss

で
あ
リ
*
他
は
プ
T
&(»
n
w
e
g又
は
§
2

g
祭
^
で
'あ
る
ミ
形
容
し
て
ゐ
るo

S

K
私
は
t

の
後
渚
の
態
度
の
是
認
.理
由
S

し
て
、
ボ
.ク
口
フ
ス
キ
ィ
の
言
葉
を
揭
げ
て
以
て
、私
，

2
：

ら
語
る
乙VJ 

を
猶
略
し
ょ
，
^

思
ふ
。
f

れ
は
又
歴
_

硏
究
の
目
的
^

就
い
て
晋
々
^
敎
ふ
る
ど
こ
ろ
あ
る
も
の
ど
私
は
考
へ
て 

ゐ
る
°

つ
？

特
殊
史
か
ー
般
史
か
の
問
題
は
結
局
.、
歷
史
硏
究
の
.
.究
極
目
的
の
問
題
に
落
着
す
る
か
ら
で
あ
る
。

「

何
故
に
吾
々
は
過
去
を
知
る
こ
ど
が
必
要
で
あ
る
か
。
，何
故
^
菩

!/
/
は
十
年
、
百

年

、
千

^

、

1
茁

苹

前

R
起
つ 

た
こ
^
.を
券

®
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
か」

ど
自
ら
問
を
發
し
て

、
、へホ
ク

TI
フ

ス

キ

ィ

は「

過
士
を

^
々
が

¥-
*
 

究

す

る
の
は
、
現
在
を

!̂
解
せ
ん
が

©
め
で
あ
る」

ら
答
へ
て
ゐ
る
。

(
M
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 F
c
k
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w
s
s
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G
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I.)

彼
.は
云
ふ
、「

地
上
に
於s.

て
は
す
べ
て
の
も
の
が
發
展
す
る
、
即
ち
す
ベ
て
の
も
の
が
變
化
す
.る
。」■「

今
や
何
人 

A
書
物
か
ら(

ひ
ビ
は
傅
物
館
化
於
い
て
そ
れ
を
見
る
乙
ミ
が
出
來
る)

、
原
始
時
代
の
，動
物
：及

.び
植
物
の
，世
界
が
吾
： 

々
の
ど
違
つ
て
ゐ
た
とV

、

世
界
が
絕
.え
ず
變
化
を
續
け
て
來
だ
t

>

そ
れ
は
又
今
も
尙
變
化
し
つ
、
あ
办
、
又 

つ
ね
k
變
化
す
る
で
あ
ら
ぅ
^S

ふ
Z
ビ
を
知
つ
て
ゐ
る
o 

.
こ
，れ
は
自
然
の
法
則
で
あ
る
ご(Ebenda, 

s. 

I. 

F 2.)

然
も
美
い
間

v
s

.

ふ
も
の
、
世

.

界
は
變
化
せ
ず
又
す
べ
て

.

の̂
:
0

は
ー

.

.

時̂

«

造
^

,

れ
た
ビ
い
ふ
'說ヵ
學
者

f
二
十
.六
.卷

(

八ハマ「

七)

經
濟
史
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究
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說
の
ー

帘 

^
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笫

武

號
ー
コ
三

證

者

を

問

：は

ず

支

.持

を

受

け

七
谷
た
め
ば
、
決
し
て
彼
等
：の
：

.

無
知

0

爲

蛉

の

：み

兮
^

な
'い
.を
考
ふ
彼
は
、
：を
の
珊
ff
l
ヒ
し
て
、

「

各
の
：說
ば
甚
だ
多
く
の
.人
：'々
^
.ぞ
0:
:
:て.有

利

で

あ

つ

だ

」

.
が
ら
で
あ
る
ビ 

す

る
o

^
れ

は
.：

「

.若
3
も
世
界
で
ず
べ
て
；，の

.も
の
'が
變
化
し
な
い
な
&
ば
、
然
を
ば
人
間
社
#

^
亦
變
化
し
な
い」 

>

い
ふ
ミ
^
を
去
は
.ん
が
爲
め
で
あ
っ
た
ど
說
く
？
次
い
で
.云
，ふ
、「

若
し
％
地
球
(/
)

動
植
物
.界
の
：發
展
の

-

硏 

究
、.
地
：質
學
及
び
古
生
物
學
の
硏
究
が
、
世
界
の
創
造(

ー
時
忘
及
び
不
變
性
ど
い
ふ
あ
伽
噺
を
粉
粹
し
た
ど
す
れ 

ば
’、
膝
史
及
び
考
古
學
は
他
の一.

っ
の
あ
伽
嘶
、即
ち
人
‘間
社
會
は
恒
R
現
在
の
如
き
も
の
で
あ
っ
た
、從
て
又
常
に 

か
く
の
如
き
も
の
で
あ
ら
ぅ
どS

ふ
あ
伽
噺
を
粉
粹
し
つ
ぐ
あ
る
の
で
あ
る
。
人
間
は
變
化
す
る
、
又
他
の
す
べV

 

の
も
の
ビ
同
樣
^
變
化
す
る
で
あ
ら
ぅ
。

一

社
會
双
^
が
§]
_
す
る
、
之
^
對
し
を
|の
場
所
^
他
の
秧
序
が
發
生
す 

る
。"
己
れ
等
の
，#.
化
の
■終
局
を
吾
々
は
考
へ
又
は
豫
想
し
得
な
い
。
'然
し
若
し
吾
々
が
こ
れ
等
め
變
化
を
數
十
年
、
 

數
頁
年
に
ー
日
0
て
注
意
し
て
觀
，察
ず
る
な
ら
ば
：
吾
々
は
變
化
の
合
則
性
?:
知

々

、

て
れ
等
の
變
化
の
起
.る
法
則
を 

認
め
得
る
で
あ
ら
ぅ
。
そ
し
て
縱
令
吾
々
.が
例
へ
ば
數
千
年
後
^
.社
#
が

：ざ
ぅ
な
る
か?:
豫
想
し
得
な
い
ヾ」

し
て
も
、
 

菩
々
は
如
何
に
又
如
何
な
る
仕
方
で
：人
間
社
會
が
.；
れ

等

の

數

千

年

間
^
變
化
す
る
で
あ
ら
：ぅ
か
5:
認
識
す
る
こ
.ビ 

が
出
來
る
譯
け
で
あ
る
。」

斯
く
て
曩
の
間
に
對
し
て
彼
ば
苒
■び
答
.へ
る
，、「

知
る
こ
^
は
認
識
す
る
こ
V
J5:
意
味
し
、

:

認
■
す
る
乙
^
：は
爲
し
：能
ふ.乙

<1
又
は
支
配
す
る
t .V

を
意
味
す
る
。
過
未
の
知
識
は
吾
々
に
か
く
の
如
く
し
て
、
，
 

未
來
^
對
す
る
權
カ
を
與
へ
る
。
乙
の
故
に
過
去
を
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
'る」

ど
。(E

b
e
n
d
a
，
S. 

2
, 

u. 

3.)

乙
の
見
解
を
承
認
す
'る
S
き
、
' 
歷
史
の
垂
過
程
を
全
體
的
發
展
ビ
し
て
理
解
す
る
之
ヒ
の
1£
當

さ

は

明

か

^
|§
め 

た
t
 

W

R次
る
で
あ
.ら
う
。
-
Z
の
點
私
.は
ク
ノ
ォ
の
立
揚
^

賛
意
：を
表
ず
る
タ
さ
之
ろ
で
問
題
は
單
に
夺
れ
だ
け
汶

止
ま
る
の
で
は
なS

の
で
あ
る
。
そ
れ
は
右
^
揭
げ
た
ボ
ク
ロ
フ
ス
キ
ィ
の
言
葉
か
ら
し
て
明
か
に
看
取
ら
れ
るV」 

乙
ろ
の
も
の
で

あ
.る
。
.
/ 

.

そ
れ
は
、
長
.期
に
百
5

て
の

觀
察
か
ら
し
て
«

化

の

合

則

性

? :

到
»

す

る

，.
こ

ヾ
し
を
れ
は
歴
史
過
程
の
全
系
歹
の 

考
察
^
ょ
っ
て
の！

般
的
特
徴
を
注
意
す
る
乙
ど
で
あ
々
、
從
て
斯
く
し
て
一
定
の
發
展
段
階
に
於
け
る一
定
の
型 

を
認
め
る
：.ミvj:

が
出
來
る
ど
.

s

ふ
こ
ビ
で
あ
る
。
：一

K

 

.ふ
迄
^

又
發
生
し
て
ゐ
た
。
從
て
ム
•、れ
か
らI

般
的
特
徵
を
ど
6
出
すV

J
S
.

ふ
i

f
备
れ
は
本
質
的
な
る
も
の
、
把
捉
V
J
 

竟
味
す
る
の
：で
あ
る
が
、
こ
の
乙
ど
は
容
易
な
.も
の
で
は
な
く
、
又
可
能
な
も
の
で
は
な
い
^
做
3
れ
る
乙
ビ
が
往 

々
で
あ
る
。
確
か
ド「

社
會
.は
仑
の
個
々
の
#
耍
素
の
無
限
の
相
瓦
作
用
ヒ
し
て
、M

れ
等
の
要
素
や
を
の
諸
關
係 

の
聯
關
の
無
限
の
體
.制
：.ど
し
て
、
吾
々
の
前
に
，現
は
れ
る
。」

乙
れ
^
對
し
て
、.
-外
的
な
^̂

が
出
來
る
で
あ
ら
ぅ
。
又
社
會
生
活
め
過
程
を
決
.定
す
る
：モ
メ
ン
ト
.は
*
濟
的
ヘ
：政
治
的
、
人
種
的
、
心
现
的
等
 々

の
を
れ
で
あ
.っ
て
、

Z
れ
等
の
相
互
に
作
用
す
る
諸
要
素
の
機
槭
的
平
等
は
承
®
す
る
乙

ビ

が
出
來
'ょ
ぅ
。
然
し
を 

れ
以
上
^
進
ん
で
、
か
か
る
多
く
の
モ
メ V

ト
の
中
か
ら1

が
主
で
あ
6
他

が

從

：で
あ.る
こ
：

VJ

を
摘
出
す
る
乙
ど
は 

不
可
能
で
：あ
'る
，V
J
Sれ
る
こ
ビ
が
.屢
で
あ
っ
た
し
、
又
現
在
^
於
い
て
も
康
云
は
れ
セ
ゐ
る
。

乙
の
問
題
ば
結
局
史
«
の
：問
題
i
し
て
考
へ
：ら
れ
る
。.
右
の
論
者
は
社
會
現
象：s.

善
樣
的
關
聯
を
.見
て
を
れ
等
の
•
 

中
^
最
も
本
質
的
な
關
聯
を
取
6
出
す
Z 
^
は
：爲
し
：得

g
w

t

ろ
で
'あ
る
；
®K

ふ
。
：
"
そ
れ
は
一
而
^
於
ぃ
て
歎
聲
で 

あ
る
，
^
し
：か
^
ゲ
然
し
そ
の
半
面
ド
は
彼
等
は
又
壯
麗
：細
嫻
な
る
社
會
諸
現
象
の
錯
雜
性
を
'そ
：の

唸

、
把
え
：る
’こ 

芩
k
於
S
C
-
-
-
こ
之
^
他
の
科
學
K
比
.し
そ
歴
史
學
の
«
越
：性

を

彼

等

ほ

凫

出

ず

の

^
あ
る
|

即
み

第
一I

中
六
卷
ご(

八
ニ
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觀
を
.採
6
用

ゐ
4
乙
ビ
K
於

い

て

誇

ら̂
さ

の

：̂

歎

さ

の
半
面.k
於
け
'る
喜
び
、乙
の
後
者
，は» 

倒
的
に
彼
等
を
支g

す
る
.。
祓
雜
な
%

の
.は
優
越
せ
る
^
-の
で
.あ
る
S
彼
等
は
考
へ
る
。
成
は
强
ひ
そ
斯
く
看
做
す
。
 

が
く
し
，

V
之
の
野
に
#
5f
進
め
る
.己

ビ
の
幸
*

I
浸
^
つ
て
、
’
互
^
相
顧
み
て
誇
ら
:b
げ
杧
肩
を
集
か
し
合
ふ
。
 

f
し
て 
一5

'1
1兀
的
史
観
ど
ば
何
サ
あ
.ぐ
か
。.
も
れ
は
，、

そ

れ

を

猓
s:
者

の

偏

狹

さ

を

街0
す
'5
:も

の
R
外
な
ら 

なS

ではなか̂
。

 

.

.,'

私
は
玆
で
本
質
ど
現
象
の
問
題
v」

«

i
め
.げ
ょ
ラ
0
そ
し
てa

；

の
企
て
は
f
f
i
i
岐
路
^
立
ち
入
る
a

n
な
し
ど
し 

な
い
が
、
乙
の
認
識
上
の
間
題
^
對
し
て
答
へ
る
と
と
は
、
o

も
な
ほ
さ
ず
そ
の
ま
■、
右
の
多
元
的
史
規
論
者
べ
答 

ふ
る
こVJ

R
次
る
の
で
あ
る
。
玆
に
宏
ふ
岐
路
^
入
る
恐
れ
ど
は
何
で
あ
る
か
。
そ
れ
は
、
上
來
私
が
ク
ノ
ォ
に
就 

§
见
來
つ
た
：全
體
的
觀
察
ど
.は
、
沄
ふ
迄
も
な
く
歷
史
過
程
を
、
.云
：はv

縱
の
：流
れ
.の
|
:
«せ
る
姿
：̂

於
い
て
把
へ 

ょ
ど
い
ふ
問
題
で
あ
る
。
然
る
に
、以
下
^
見
ん
ど
す
る
本
質
<
現
象
ビ
の
認
識
：上
の
問
題
は
、
現
象
2:
全
體
ど
の
相 

互
滲
透
の
觀
か
ら
離
識
す
る
こ
ど
^
關
す
る
も
の
で
あ
々
、從
て
同
じ
く
全
體
^

」

.は
云
ふ
.も
の
の
、
乙
の
後
者
の
そ
11 

は

云

は 

<
.横
の
撕
が
6
に
於
け
"
0全
，體
を
意
味
す
る
か
，;6
で
あ
る
。
.そ
.れ
は
か
の
ル
ヵ
ッ
チ
：.の
云
ふ「

祝
(1
?
起

，
で 

あ

る

(
G
e
o
r
g

 

L
u
s
c
s
,

 

Geschichte 

諸
現
象
の
.

1

全
體
ベ
の
關
係 

の
考
察
で
お
る
o 

:
. 

’ 

V

從
て
縱
の
'問
題VJ

橫
の
問
題
ビ
の
相
違
が
あ
る
靡
け
で
あ
.る
。
乍

然

前

者

：の

把

捉
R
ど
つV

後
者
の
理
解
は
缺
く 

ベ
か
ら
ざ

る
も
の
で
あ
る
が
故
に
、

私
は
己
の
混
同
を
努
め
て
避
け
つ
つ
考
察
を
*

め
て
行
く
で
あ
ら
う
。

社
會
生
活
の
諸
現
象
.の
多
樣
性
、
そ
し
て
こ
の
諸
项
象
間
の
相
互
作
用
は
、
何
人
ど
雖
も
否
定
し
得
ざ
る
ど
こ
ろ 

で
あ
ら
う
。

然
し
問
題
は
乙

の
點
に
潜
ん
で
.ゐ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
：己
の
諸
現
象
"
そ
、の
相
互
作
用
を
軍
に
そ
の 

限
-

^
於S

て
觀
察
す
る
か
、
成
は
t
の
相
互
作
用
が
一
.定
の
S

の
上
k
發
生
す
る
相
互
作
用
^
し
て
现
解
す
a 

か
で
あ
る
。
 

.

菩
々
が
瑰
實
の
*

»
に
對
す
る
場
合
|

そ
れ
ば
麼
史
硏
究
^
於

い

て

幾

多

：の
現
象
を
，取
扱
ふ
場
合
で
も
同
様
で 

あ
る
|

そ
れ
.は
多
種
多
«
で
あ
る
。
然
し
乙
の
諸
現
象
は
そ
の
聋
、
直
?>
:に
本
質
的
次
も
の
で
あ
る
^
認
め
る
こ 

ビ
が
許
る
べ
さ
で
あ
ら
う
か
：。
寧
ろ
現
象
は
、逆
に
、
即
ち
.現
象
は
そ
の
本
質
ど
は
反
對
の
姿
を
借
6
て
以
て
菩
齊 

の
位
前
に
現
は
れ
る
^s

ふ
べ
さ
で
は
なS

で
あ
ら
う
か
':
0

こ
'れ
は
決
し
.て
.單

な

る

懷

疑

論

で

は

な

S

の
で
あ
る 

菩
々
％
何
等
か
を
德
識
す
る
ゼ
い
ふ
：、
を
の
.乙
く
は
ー
現
象
の
中
^
本
質
的
辣
方
茴
を
見
分
け
、
現
象
：か
ら
本
質
 ̂

移
り
て
行
さ
、
本
質
の
方
面
を
通
じ
て
本
質
を
ぞ
の
全
體
性
.に
於
い
て
.、.
そ
へ
の
；根
據
に
於
い
'て
發
見
し
得
る
乙
w
k 

.の
み
あ
る
め
で
は
な
く
、
本
質
の
理
象
を
假
象
か
ら
區
別
し
得
る
乙VJ

化
あ
る
。」

吾
々
が
以
て
本
質
の
現
象
で
あ
る 

ビ
す
，る
も
の
、
も
れ
は
然
ら
ず
し
て
假
象
で
，あ
る
こ
^
が
殆
ざ
大
多
數
で
あ
る
。…

：

,

列

べ

ば
歴
史過
..

程
中
に
於
け
る

戰
等
攻
る

モ
メ

ゾ

ト

.を
把

え
X
、

て
れ
が
，を
の
嫌
後
の
社

會

的

困

窮

の

原

因

であ 

る

ど

ず

る

”

Z
の

こ

ビ
^
身

の

說

明

は

何

等

誤

^

れ
る
も
の
で
は
^

い
ノ
確
か
^

戰

爭

は

ぞ

の

後

の

社

會

的

困

窮

を
 

惹
会
起
す
ど
云
は
ね
ば
^
ら
な
い
：
で
あ
ら

う

。
然
し
戰
爭
な
る
：原
，因

を

採

6
上
：げV

、

そ
れ
を
そ
の
後
，.の

社

會

^
於 

.け
る
，現
象
全
般
の
直
後
：原
因
：セ
あ

る

ど

着

做

-r
i

t'
Q

^
れ
は
斯
く
論
斷
す
る
者
が
そ
の
戰
爭
^
本
質
の
現
象
を
鬼 

出
へ
し
た
が
故.に
外
な
ら
次s

。
.私
は
最
近
■寓
猶
し
得
た
聽
濟
輿
上
の
：

『

交
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第

五

披

i

、

が
：：：L

來

る
.，
冬

す

は.
.
f

_

k龄
.ぃ
/
y
T十
.八
：世

紀

後

期

：の
：經
濟
上
め

A

s
 S V

正

破

に

嘗

し

雛v»
乙
慕

、
：.該
8

の
.淵
：源

を

他S

:

■

ば
I

'

?

1
晴

示

す

る

も

：の
で
あ

る
ど
し
て
へ
乙
れ
を̂

八
世
紀̂

於
け
る
數
々
の
戰
爭
、
特

^

對
佛

.

戰

爭

：に

得

る

」

ズ

乙

ろ

の^

ア
^
^
レタドフォ

ド
の
見
解
で
あ
る
，。
私

は

為
I

S

S

2
く

書s:

だ

。
：
匕

物
價
I

、
產
業
I

の
.不

規

則

は

勿

論8

 S

影

響
I

す

るs

で
あ
：る

が

、
，
1

の
8

で
あ
る
か
S

ぃ 

て
の
究
刖
を
欠
く
之
く
は
評
者S

甚
だ
遺
慽
ど
す
る
？
こ
ろ
で
あ
る
.ミ
S
は
ね
ば
な
ら
な
いo

著
者
S
レ
ッ
ド
フ
ォ

ト

集

す)

の

叙

述

す

义

太

鮮

翁

、
.
海

上

義

、
寨

職

.、

■そ
'れ
等
の
各
.產
業
k
.及
ぼ
せ
る
影
響
、
勞
資
對
立
.

の
搬
大
、
：f

立
法
I

s

行
S

對
す
I

府

筹
 

-
萎
皮
相
的
叙
述
で
あ
る
ヒ
云
は
ざ
る
霧
なS

。4
:

(

社
會
經
濟
史
學
，
¥

.私
は
.レ
,'
ド
フ
ォ
ド
の
斯
か
る
態
度
を
以
て
、假
象
ど
本
質
S
の
混
同
で
あ4

V
.
I
K

ふ
：。
彼
の
<£
:
>-
あ
げ
た
戰
#
ょ
、
 

S

日
す
れ
篇
象
の
表
面
£

ぶ
泡
2

i

l

s
。
：；
：：そ
れ
は
本
.質

鏡

象

美

つ

て

.、

.

戰

都

か

ら

眼

を

：そ

む

け

ょ

-

5
の
一
で
I

ぃ
の
で
.あ
る
，が
：。
本

質
I

象
I

I

I

 

fも
の
.
 

で
は
あ
る
け
れ
ど
、
後
者
は
尙
前
者
の1

定
■の
表
現
た
る
：?
:
失
は
な
.

s

も
の
で
：あ
る
。；
そ
の
限
彡
fe
於
：

C

て
即
ち
、
 

本
質
的
矛
f

表
？

f

 

?
し

s

f

なS
。

そ
し
5

?

證

の

分

析5
s

y

本
質
ょ
把
え 

被
る
ど
云
は
ね
ば
な
ら
な
い
.
勿
論
私
は
擓
史
叙
述
か
ら
戰
爭
を
除
外
せ
ょ
^
ぃ
ふ
の
で
は
な
ぃ
の

で

あ

る

。

戰

#

i

f

 

S

.

S
で
：あ
I

V
は
. 一5

迄
1

s

t
直

る

。：■.
.重

：要

裏

象

セ

^
^

い
ふ
の
で
：：あ

る

？
I

解
釋
を
忘
れ
て
は
な
ら
：

S

其
^
ふ
；の
で

ら
レ
ッ：

ド
フ
ォ
ド
に
は
_
待
し
得
な
か
つ
た
の
で
あ
つ
た
。
か

->
る
課
謬
—

-
そ
れ
は
明
か
に
談
謬 

得
る
|

0
菩
々
は
數
多
く
遭
.遇
し
て
ゐ
る
：。乙
のr

J

ビ
か
;̂

し
て
も
私
は
、':
:
本
：質
^
現

象

^
問
題
は
深
く
そ
し
て

多
く
關
心
を
示
^
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
ミ
思
ふ
。

：'
:
.
.

實
に
本
質
は
、
を
の
：直
接
の
形
態
で
は
現
象
の
表
面
^
現
は
れ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
I

V
は
•旣
R

r
言
し
た
吾 

吾
の
認
讁
、
即
ち
外
的
：諸
關
係
の
中
か
ら
を
の
两
的
根
據
を
見
出
す
場
合
代
、
障
寄
ど
な
つ
て
橫
は
つ
て
ゐ
る
の
で
あ 

る
0
:
'結
司
そ
れ
は
孤
立
狀
態
.に
於
い
て
觀
察
3
れ
た
摘
々
の
事
實
^
し
$

規
象
を
觀
察
す
る
M

i
力
ら
生
ず
る
も

.
 

の
で
あ
る
ビ
云
へ
ょ
ぅ
。
ビ
云
?

私
は
現
象
を
輕
視
せ
上
ポ
ぃ
衰
で
ば
な
い

o
 

S

か
柚
.象
.$

る
ベ
か
ら
ざ 

る
乙
ど
は
周
知
の
?.
じ
で
あ
を
。V

X私
&
本
質
ビ
現
象
ビ
.：を
切
ヶ
離
じ
て»
察

也

ょ

玄M

の
セ
は
な&
 

6
能
さ
れ
た
本
質
が
描
純
：*'
不

變

的

な

も

の

で

あ

る

ビ

宏

ふ

.の
で
も
欢
い
：

0
;:も

れ

は

嘗

て

經

濟

學
k
於
：

s

て
論
ぜ
ら 

1
た
經
濟
\
こ，就
い
て
想
起
す
れ
ば
十
分
で
あ
る
。
乙
の
場
合
行
ぼ
れ
^
成
果
ば
，、

「

現
*
の
多
樣
性
を
無
視
し
て
、
 

あ
ら
ゆ
る
#
代
.及
び
あ
ら
ゆ
る
_

民

R

®
立
つ
や
ぅ
な
無
內
容
な
法
則
? :
:

撮
供
ず
る

か

、

.

或
は
現
象
^
し
が
み
付
い
.
 

て
：を
の
本
賢
を
曝
露
せ
ず
、
乙
れ
等
の
現
象
を
過
程
奈
體
の
發
展
法
則
^
祭
々
上
げ
る
か」

で
あ
る
^
云
ば
ね
は
な 

ら
な
.s

o.'
,

':

. 

- 

. 

• 

-
.'
;

現
實
R
於S

て
本
質
_

象
と
は
別
^
存
在
す
$

も
の
.：で
は
な
い
。
：
：
琴
云
づ

^

こ
の
之.
€
«現

象

の

中

^
本
質
的 

な
も
の
を
發
見
し
、

之
か
ら
非
本
質
的
な
.%
.の
を
貪
別
す
；
|

が
不(

可
能
^
あ

る

ぃ

：ふ
理
由
；k
は
な
ら
な
い
9 

€
=
=
1
こ
私
は
次
.の
如
く
云
ば
ぅ
-̂
.思
ふ
0
即
^
現
象
は
仑
れ
.に
上
0
愛
本
'質
'？:
表
現
す
る
も
の
.で
あ
.る
ど
個
の々

.
 

現
象
、
を
れ
は
時
ヒ
し
て
相
矛
盾
し
相
互
^
排
斥
し
合
^
も
の
.で
：あ

る

が

、
美

の

中
^
本
.質
は
現
は
れ
る
.の
で
あ

る

。
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然
し
.そ
れ
は
本
質
的
矛
盾
f

か
ら
2

々
、，
又
乙
の

本
質
5

象

矣

相

乙
の 

兩
漭
は
引
き
離
し

得
■る
も
の
で
は
な
い
.の
で
あ
る
：。0
曩

^
本
質
は
不
動
的
な
も
，の

せ

は

な

い

ミ【

言
じ
た
が
、
本
質 

はI

ィ
變
6

で
は
次
く
し
て
流
靱
的
、
：過
渡
的
で
あ
5'
0
.從
て
本
質
の
'發
展
：は
現
象
：の
中
^

興
は
れ
、

又
本
質
は
現
象 

を
.通
じ
丫
發
放
す
^

の
で
あ
る
0「

一
■つ

の

本

質

は

諸

現

象

に

於

け

る

本

質

の

發

艇

を

通

じ

て

他

の

本

質

^
隹
移
す 

'る
。し
愛
S

S

て
5

は

證

の

中
k

本
質
の
發
展
を
看
取
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
U

は
單
獨
的
現
象
の
中
k

求
め
て
も
之
を
#
な
い
：こ
ビ
は
云
ふ
迄
4

%
い
.で
あ
ら
ぅ
o 

:

:

.

:

?

U
ビ
己
ろ
で
吾
々
が
多
種
多
S

S

に
對
す
る
。M

:

の
場
合
矣
；等
諸
現
象
.：は
根
本
s

y
て
同
一
の
本
質
を
現 

L
す
も
ク
で
あ
る
こ
く」

グ
爾
取

&

れ
得
石
然
も
：こ
の
本
質
が
種
々H

現
ば
れ
、る
，，ど
.■い

ふ
こ

.

マ

j

は
、「

本
質
：の
發
展
智 

&

條
利

場
所 

' 時

間

及

び

事

情

へ

の

そ

の

依

存

?:
表

魂

す
る
も
.の
で
あ
る
。」

.̂
.のM

 VJ.

は
注
意
せ
ら
れ
ね
ば
な 

ら
$

。「

0
0
0
の
相
違
は
根
本

S

ぃ
'て
本

質

的

矛

盾

、
：
.即

ち

雪

程

：
の
，根
據
.の
運

f

於
け
る
段
喈
の
相
證 

對
應
し
て
J

の
2

心
L.
°

即
ち
現
象
は
本
質
的
矛
盾
の
程
度
を
指
示
す
る

.

も
作
£

て
現
は
れ
る
.の
で
ぁ
る
9

從 

て
f

は

本

質

裏
S

に
際
し
て
、
現
象
S

定
し
て
ば
：之
を
爲
し
得
J

:

:

s

sば
な
ら
な
い
0 

.

8

^

h
r

 

R
本
質
の
發
歴
を
本
質
的
矛
厨
を
看
取
ら
ね
ば
次
ら
な
い
の
で
あ
る

。

；

'

'
.
.

五

'-
■

t

る

議

S

達
I

.
る
時
、
S

多
？

廳

5

面
し
て
、
多
元
的
史
觀
論
者
I

惑
す
る
、

そ

の

ぅ

ち

 

孰
れ
が
-
;

4

質
の
2

で
あ
る
か
を
區
別
す
る
S

ん
.で
。
彼
§

力
す
る
。"
.然
も
：ぎ

S
S

V

得
ら
る
、
も
の
次

結
局
給
^

の
み
に
過
ぎ
次
い

。

斯
く
て
彼
ば
遂
R

乙
.の
仕
事
を
放
擲
す
：る

。
.免

3
化
を
れ
は
悲
じ
$

|§
'
.め
で
あ
る
。

♦ 

- 

.

.

.

. 

.

何
饮
な
ら
ば
.、
己
の
.

I
は
認
輯
の
担
否
を
意
味
す
a
か
&
。'
こ
.れ
が
悲
し
き
諦
め
で
次
く
し
て
何
で
あ
5
か
。

ど
こ
ろ
で
彼
は
梢
極
的
^
こ
の
企
て
か
ら
逃
避
す
る
ど
し
て
も
、
尙
謝
事
實
ば
儼
然
ど
し
て
..彼
の
^
に
1
か
ォ
\し 

5
る
。
，
乙
の#
在
に
對
し
て
は
彼
^
雖
も
.服
を
つ
ひ
る
譯
け
^
,は
行
か
な
s

o
愛
に
於
い
て
彼
は
曩
の
問
題
に
^
す 

る
消
極
的
假
而
を
か
な
C

6
棄
て
、
却
つV

威
勢
高
に
な
つ
て
叫
ぶ
。
先
づ
事
實
を
、
事
'實
を
見
ょ
ビ
。
然
し
そ
れ 

は
決
し
て
a
う
云
ふ
必
要
は
なs

の
で
あ
る
タ
事
實
は
彼
の
前
^
あ
る
の
だ
か

ら

斯
く
叫
ぶ
の
は
結
局
曩
の
r
aL 

の
#
を
«
ひ
か
く
3
ん
ヒ
す
る
、
ば
か
な
き
見
得
の
發
露
^
過
ぎ
な
い
。
さ
七
事
：實
を
前
に
し
て
彼
は
如
何
す
る
 ̂

s

ふ
の
か
。.
云
ふ
、
ょ
ろ
し
い
.、
雲

は

营

あ

る

。
I

雲

S

し
て
吾
々
は
不
渠
黨
の
立
場
か
ら
冷
離
に 

淡
.さ
2
ば
-
ら̂
なS

 

?

あ
S
ビ
。
乍
然
乙
の
時
、
冷
靜
な
判
斷
"か
本
質
^
•現
象
ど
の
問
題
に
關
係
あ
る
$」

を
彼 

は
忘
却
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
0
そ
し
て
，こ
.の
宣
言
に
基S

て
彼
ビ
彼
に
追
.隨
す
る
者
S
が
示
す
ヒ
乙
ろ
の
も
.の
は 

諸
事
實
間
の
班
な
る
外
的
關
聯
.で
あ
る
o
或
出
孰
れ
の
現
象
も
種
々
の
原
因
.の
，下
^
現
は
れ
る
ソ
で

あ

つ

て

f

p 

M
孰
れ
：も
，.兄
た
々
雛
く
弟
^

6
雛s

v

い
上
己
ビ
で
あ
る
0
.を
の
孰
れ
も
筑
要
で
あ
る
ビ
い
上
こ
ビ
か
ら
し
て
0 

因
の
箇
條
書
I

V'
:ふ

行
は
れ
る
し
、
事
實
の
眞
相
I

.
ベ
f

稱
し
て
然
I

相
I

遙
か
懸
隔
し
S
 

前
的
の
も
の
が
登
場
す
る
乙
ビ
に
も
な
る
々
ぺ 

パ

：

..
: 

'

, 

儘

S

め
る
.爲
.め

、
S

一：應
¥

多
元
的
史
觀
論
者
S

/

て
置
か
：う
。
，
®

5

摩
&
過
5

於
け
る
.唯
一
の
決
定
的
要
素
で
あ
|

>
ネ
の
で
'は
J

:
。
，
乙
の
問
題
：は

旣

に

艇

論

-1
1
來
ら
れ
纪 

ビ
乙
ろ
の
も
.办
で

あ

る

が

故
は
、'
敢
て
管
詳
細
.に
も
れ
等
を
；願

み

る

喪

は

^
.
.い
で
あ
ら
う
々
#
か
に
或
る
時
は
政 

窗

要

素

が

、：
奪

時

は

法

律

的

又

議

驚

、
恐
想
的
等
等
の
®
素
が
'
.或
は
こ
れ
等
：I

切
の
：要
寒
の
相
互
作
用

f:
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第
五
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【

®
r
3

パ

1 1
"

墓

憂

.し
|

?

決
し
I

I

素

の
l

l

l

f

雲

！

る
4

 

5
な

い

。

？

、
|

等

の

「

切
S

S

相

互

作

用$

1

相

互

作
f

し

て
f

ふ

の

土
I

生

す
る
相
_

用
£

て
？

ベ
1

1

1

,

2

ノ 

5

1

を
f

の
で
I

5

f

 I

ょ
つV

明
か

I

る
で

t

旣

S

I

る
が
如
く
、
 

人
間
は
も
の
制
約
せ
ら
れ
て
.ゐ
る
環
境
の
卩

^
八
ハ
い
て1
电

乍

る
。

，

：

 ̂

、

私

は
l

g

前
I

f

返
へ
^

0
て
g

f

必

要

で

あ

る

か

。

等
|

濟

關

係

緣

響

す

るp

z
/y
0

0
 

I

通
a
ぶ
い
°'
1
1
:
^
^
|
わ

れ

] «
|
的

關

係

ミ

い

ひ

、
そ
れ

鍾

g i
I l
- s

l

f

丈

S

い
て
の
あ
.

I
 

も̂
明
白
I

實

、

I

は

明

白

過

ぎn

k

—

翁

は
決
し
て
1

で 

:?
眞
I

の
て
あ
る1

1

1

々
の
氣
付I

?

ろ

を

つ

た

みI
 

M

を
f

 
_

け
ね
I

ら

な
n

そ
し
て

又
斯
く
しV

I
、
社

會

證

は

I

の
關
I

い

f

れ
淨

n

.

f

 

n

敗

？

し
て
、

_

的

關

聯I

す
も
の
で
I

I

 

s

f
れ
る
の
で
あ
る
.

と
私
M

上
S

 

Sて

多

元

的

產

論

者

晶

も

尙
.、
f

養

の

事

實

の_

は
行
ぶ
^
^

/ 

t

ず

質
I

本

質

暴

®

別
な
く
し
て
、
如

何
I

■

が
可
能
：I

る
：が
I

は
れ
る

.で
I

ぅ
。

^

■

: 

-
,
-
11
/ 

.
 

一
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\
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: 

- 
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y
-
g
j
r
i
^
^
r
,
;
^
^
I
i
l
f
r
r
^
r
r
r
L
I
£
l
r
f
l
l
>
S
I
I
F
r
5
r
i
t
>
(
s
p
8
i
i
i
i
^
i
^
^
^

.こ
れ
こ
，先

ハ

て

一
言
し
た5

。

乙
^

は
素
ょ
$

多
元
的
史
觀
R

關
す
る
0

で
あ
る
。

本
質v

現
象
ビ
を
穽
さ
違
へ
た
彼
の
歴
史
家
は
、
そ
の
區
別
ょ
彡
の
逃
避
に
際
し
て
次
の
如
く
宣
言
しy

自
ら
を 

の

消
S

^
湛
度
を
明
が
に
す
る
か
、
又
は
默
々
€

し
て
多
種
多
様
な
事

實

の
堆
稹
^

認
識
能
カ
な
く
突
巡
す
る
か 

孰

れ

か

で

あ

る

。
私

，の
玆

R
取
々
上
ぐ
べ
き
點
は
乙
の
前
者
^
あ
る
。
彼
は
云
ふ
、
史
觀
な
く
ビ
も
，歴
史
敍
述
は
可 

能
で
.あ

る
^

。
然
し
兹
R

重
大
な
る
誤
謬
は
潜
ま
れ
て
ゐ
る
乙
ど
を
明
か
に
し
れ
い
S
思
ふ
0

結
論
.を
：云
へ
.ば
、
彼
等
が
也
觀
在
ぐ
し
て
云
々
.ビ
.云
ふ
の
は
、
若
し
彼
等
が
歷
史
家
た
.る
こ
ど
を
斷
念
し
'て
考
證 

家
或
は
議
家
或
i

錄
m
集
家
t

y
立
ら
ミs

ふ
I

ば
、
比
較
的
可
能
で
あ
る
|

へ
ら
れ
る
。
:レ
こ
ろ
で 

敍
よ
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
ば
、
私
が
考
證
家
ビ
云
ひ
-1
#
識
家
ど
云
ひ
記
錄
m
集

家
(£
云

ふ

の

は
0
し
て
力
Z 

ク
ロ
ォ
チ
ェ
の
云
ふ
そ
れ
等
で
は
.な
い
乙
.ど
で
あ
る
o
言
葉
の
.上
か
ら
の
：み
迪
つ
.て
，行

け

ば

ク

ロ

ォ

チ
>
は

乙
れ 

等
の
肩
書
を
次
の
如
き
人
々
に
賦
與
す
る
。

:■
.

'「

菩
々
の
私
的
の.事
#.
^
關
聯
し
た
時
日
及
び
そ
の
他
の
出
來
事
.を
.手
帳
に
採
錄
す
.る
_
>

」

& 

0年
代
記
錄)

ヌ
は 

自
分
の
机
の
小
抽
出
し
の
中
に
.i

 V

や
乾
い
た
花
を
：保
存
す
る
i

t
謂
ゆ
る「

文
書」

m
集
の1

例
ど
し
て
こ 

の
優
，し
、い
慑
子
幺
選
ぶ
乙
？

5:
許
し
て
欲
し
：.い
0
菩
々
の
誰
も
が
何
時
で
も
す
る
5

、
ち
れ
等
め
.乙
ど
が
、
そ
の 

規
模
を
大
に
しV

、

い
ば
基
人
間
社
會
の
委
托
に
ょ
つ
七
、
あ
、る
勞
働
者
階
鞔
の
手
8

ば

れ

る

：の
で
あ
る
。
こ 

の
勞
働
者
ろ
at
據
及
び
敍
述
を
集
め
る
ど
さ
は
文
：献

學

者

：そ
し
：て
特

R
.博
識
家
ビ
呼
ば
れ
？
文
書
及
び
記
念
物
の 

，類
を
蒐
め.る
^
さ
は
彼
等
ば
記
錄
學
者
ま
た
は
考
古
學
者
^
呼
ば
れ
る
。」

t
w
s
o
d
e
t
t
o 

croce,Teoria e 

s
t
o
n.
a
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四
.ニ 

然
し5

V

ロ
ォ
チ
’ェ
k
於S

て
歷
史
ど
は
精
神
の
は
だ
ら
さ
.(atto 

spirituale)

な
の
で
あ
つ
て
、
@
々
が
從
來
 ̂

び
慣
し
て：

來
た
歴
史
は
文
献
學
的
歷
史
R
外
な
ら
g

s
衣
.ふ

の

で

あ

る
，
或

る

外

々

な

もJ

こ

ノ 

て
の
史
淞
を
以
て
膝
史
^
}
‘
書
く
/；

u

ず
れ
ば
、
羅
竟
史
料
の
#
寫
し
sr
す
る
よ
ク
外
：に
何
が
.あ
6
か
9
そ
の
書
寫
し
よ 

或
は
約
言
又
は
換
言
^

よ
つ
て
變
化
し
て
f

 

0そ
し
て
そ
れ
は
或
る
時
ば
よ
会
趣
味
の

問
題
で
あ
々
、
ま
る
時
は 

1

の
文
.學
的
修
飾
で
あ
ら
う
。
そ
れ
は
又
引
用
を
配
列
し
て
揭
げ
る
で
あ
ら
う
が
、
乙
れ
は
時
に
は
公
平
ど
正
確
ミ 

の
證
&-
で
步
ら
-う
し
.
時
k
は
記
事
及
び
3
用
文
書
の
中
^
存
立
す
るV」

信
じ
ら
'れ

セ
眞
理
の
大
逃
の
t
こ
立
つ
て

f

直
せ
か
け
る
，.欺
瞞
.

VJ.
錯
誤
4

あ
ら
う
。
現
代
に
於
.：い
5

の
種
の
文
献
學
的
歷
史
が
如
何
S

夥
し
i

在
す
.る
か
.。
'

:

:彼
等
は
壯
重
な
又
料
學
的
な
姿
を
裝
つ
た
歷
史
で
あ
る
。
が

そ

は

悲

し

い

く

ど

に

は

、
精
神 

的
結
合
が
缺
け
て
f

‘。’
そ
し
て
を
は
そ
.の
根
抵
に
於
い
て
、
博
識
な
又
は
最
も
博
識
'な
年
代
記
錄
よ
6

外
の
な
h
 

も
の
で
も
な
い
0」

0
§
.
七
：
2
〇
'
邦
譯
ニ
九
頁
}
0

從
て
私
が
上
記
S

い
.て
溥
識
家
ビs

ひ
考
證
家
ど
.い
ふ
：の
；は

、
1
決
し
：て
：
ク

ロ

ォ

チ
ェ
的
用
語
法
に
よ
る
の
，で
な 

s

 

H

が
に
し
て
f

た
い
o

私
は
史
料
の
寫
錄
I

記
.錄
の
.編
f

か
.又
は
文

書

の

豪

只

管

專

念

 

す
る
人
々
S

S
て
云
ふ
の
で
あ
る
。V

J

ミ
.ろ
で
、「

乙
れ
等
の
必
f

從
て
有
益
に
し
て
重
要
な
機
能
を
み
？

」 

人
々
は
、
そ
の
仕
奮
蟲
な
く
し
て
爲
し
ど
げ
得
る
ど
考
へ
ら
れ
る
。V

J

云
.ふ
の
は
、
私
の
云
ふ
意
味
に
於
け
る 

乙
れ
等
の
人
ゲ
は
.、

蒐
集
の
爲
め
紀
の
み
蒐
集
す
る
ミ
極
端
に
云
つ
.て
も
さ
ま
.で
傅
う
で
は
a

い
か
ら
。

乙
れ
^

反

し
\し
、
人
々
'に
よ
つ
て
普
通
云
，ひ
惯
3

れ
て
ゐ
.る
歷
史
家

——
ク
口
才
チ
ふ
に
於
け
る
文
献
學
的
歷
史 

に
ぁ
つ
，て
は
、
諸
事
實
の
選
擇
、と
.い
，ふ
乙
ミ
は
如
何
な
る
程
度
代
せ
よ
必
要
で
あ
る
ミ
云
は
ね
.

^

い
。

云
ふ
迄
も
な
く
乙
の
選
槔
ど
は
' 

#な
る
.個
別
の
擗
出
ミ
並
列
i
で
は
な
い
昝
で
お
る
"
.そ
れ
は
全
賸
6
の
關
聯
な 

く
し
て
成
立
し
得
る
名
の
で
な
い
?.
^
は
明
か
で
あ
ら
う
。
し
て
み
れ
ば
そ
れ
は
そ
の
#

t
に
恒
R
ft
力
れ
る
史 

興
,
獨
立
.に
行
^
得
る
も
の
で
は
な
い
で
あ
ら
う
o
即
ち
事
實
：，の
選
擇
^
就
い
.て
.は
史
觀
..が
、
或
は
言
葉
を
換
え
て 

一

K

へ
ば
解
釋
が
現
は
れ
る
ビ1

K

は
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
,

一
見
.
レ：た
？
て
ろ
で
は
、
史
觀
無
く
し
て
も
歴
史
は
.書
け
る
ミ
は
、
事
實
行
は
れ
得
る
；か
如
で
あ
る
。
然
し
そ 

れ
は
史
觀
な
る
レ
ッ
タ
グ
を
'貼
付
し
.れ
確
乎
^
る
令
s
5f
.所
有
す
る
乙
€
0
<
し
て
：、

：

及
び
そ
の
所
有
を
意
_

せ

ず 

し
て
ど
云
.ふ
^
過
ぎ
なS

の
^
fc
る
。
か
の
ポ
オ
.リ
ン
ダ
ブ
贷
ォ
ク
k

ょ
つ
‘て
綺
羅
を
创
つ
れ
無
智
'

v

定
義
^
れ
代 

傅
3
の
r3
r
f有
：者
i

文
献
學
的
錬
史
家
^

^

雖̂
も
、
^
の
自
覺
す
る
^
せ
ざ
る
？
^
を
焐
は
ず
結
辰
は
何
等
選
擇
な 

ぐ
し
て
は
、
綺
羅
?:
飾
る
.乙
.

v

が
出
來
な
い
.で
あ
ら
う
。
.し
て
見
れ
.ぱ
歴
史
家
.
自̂
稱
す
る
以
上
、
事
實
の
選
搏
、
 

货0
;
v

史
觀
な
し
に
は
V
歷
：史
敍
述
は
爲
し
得
な
'

S

ミ
之
ろ
セ
あ
る
.竺
芦
は
ね

は

荀

ら

攻 

'爱
に
於
い
て
曩
£

『

々
が
見
た
：、ヒ
こ
ろ
の
.、ハ
多
元
的
史
8
^
^
^
^
 ̂

突
進
、
：
W 

+

0

T

^

®

^

 

決
し
セ
そ
の
振
ら
が
ざ
す
旗
，幟
の
文
言
の
如
く
あ
.
6得
な
い
：
ミ

い̂
:こ
ヒ
.が
明
か
^
な 

：

被
等
の
云
ふ 

不
偏
‘不
黨
乙
そ
、
言
葉
：の
上
^
ば
人
々
?:
1

«は
肯
が
せ
し
：.む
る
_
を
持
0
も
の
で
あ
る
か
，も
知
れ
な
.い

け

れ

、
、

」 

そ
の
內
奥
に
於S.

て
ば
も
の
：歴
史
家
の
主
雛
が
、
即
ち
彼
等
の
主
纖
的
な
史
觀
^
ょ
つ
て
諸
事
&
を
.選
擇
し
以
て
そ 

の
外
的
'關
聯
を
と
ク
出
すV

い
ふ
意
味
で
あ
る
乙
.と
が
知
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。.
そ
れ
は
主
®
的
な
選
擇
、
從
て
を
こ 

.
K
見
出
^
れ
る
も
の
は
歪
11
1
1せ
る
歷
史
過
.程
で
あ
る
0
そ
れ
の
み
が
乙
の
旗
幟
の
下
に
於
い
て
は
可
能
で
あ
る
く
云 

は
ね
'ば
な
.ら
な
い
.°
言
葉
を
：換
え
て
云
べ
ば
不
偏
不
黨
ビ
は
却
つ
て
黨
派
的
の
意
義
で
あ
る
。
但
し
く
れ
?:
.彼
等
力

笫
ニ
t-
ハ

卷

(
<

 
三
九〕

經
濟
史
研
究
序
說
の
.
3
. 

0
$

ー
砰
三
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笫

i

一
，
：，

四 

自
«
す
‘る
や
.否
や
は
揹
いV

:。

く 

卜
ヘ
リ
ベ
ン

-

v
r 

へ
.
.
.

' 

.. 

'• 

- 
、 

：
■/
■
. 

; 

/

,
三
«

ク
ノ
^

^
立
ち
戾
つ
.て
.靡
題
を
進
め
.ょ
ぅ
0」

_

^
私
は
物
質
的
生
產
カ
^
就
い
.
.て
^
^

た
か
、
之
の
#
展
即
ち
物
質
的
生
：產
：カ
の

.發
舞
を
：、

>
.
v

ォ
：
は
：
經

濟

發

：縣

の

契

機

.ど
し
て
:#
^

^

で
あ
る
o

_缺

ば
5

、「
I

民

族

の

經

濟

：段

階

は

、
如

何
；^
し
.

V
,

文

如

柯

毫

程

度S

等
|

活
載
持
|

等

|

饊
行
爲

は

生

產

過

程

へ

「

，
の

適

用

、

/

及

：
び

生

誉

れ

た
.物

的

財

貨..の
、
性

質̂
量

：

V
、

^
ユ

づ

七̂
み

判

斷

さ

れ

得

る

0」
「

^
こ 

一
民

族

の

，
經

濟

は

，

务

S

働
行
爲
5

5

被
等
の
社
會
的
環
境
特
益
會
的
騸
_ 

.れ
ば
現
解
出
來
な
い
：の
.で

あ

ダ

1_
'0
:
:
:
气

0

|
ミ
，Al

l
g
l
i
n
e
::

彥
 t

s
c
l
l
s
c
M
c
h
t
e
.

 

B
d

 

L

 

歡

.S. 

1
9.

-

 

M

之

れ
^
就S

 

.て
：は
私
ほ.
の̂

然

る

所

以

を

繰

々

返

べ

す

に

は

及

ば

次

.い

.で
あ
ら
.ぅ
;0j

兀
來
彼
は
自
ら
沄
ぶ
が
如 

く
、「

1

般

的

經

濟

霊

一

の

發

端

の

知

識

金

、
現

存

す

：る

自

然
民
族
の
靡
濟

•方
法§

:

硏
究
f

 

:

?

#

」

ん
$

る
の 

で
あ
る
。
#
の
見
.る
せ
，i

ic
i
れ
■

「

原
始
的
經
濟
段
踏
の
硏
究」

，k
:は
.、.
乙
の
外
^
途
は
な
い
の
で
あ
る
。
從 

て
右
の
如
.く
經
濟
發
痕
の
.程
度
.を
，認
め
る
標
準
を
規
«
し

だ

後

に

於

い

セ

、
ニ

定

民

族

の

經

濟

段

階

1̂
決
定
す
る
標 

準

を

定

め

る

之

；ビ
が
..必
要
ど
な
る
。
そ
れ
を
ク
ノ
才
ば
次
の
如
く
規
定
す
るo

「

属
族
の
經
濟
が
、相
次
：い
で
生
じ
來
る
經
濟
形
_

の
系
列
順
序
の
；中
^
於
い
て
、
如
何
な
る
地
位
を
占
め
る
か 

は
種
々
の
經
濟
力
法
の
包
栖
的
比
較

^
ょ
つ
て
の
み
.確
定
せ
ら
れ
る
が
、
そ
の
際
^
は
、
如
何
な
る
.程
^
ま
で
各 

段
階
が 
一
Z
レ
段
®
ド
先
行
;u
.た
他
の
段
.階
.の
繼
續
V
Vし
て
：現
は
れ
る
.か
、
そ
し
て
次
k
は
如
何
な
る
®

爻
で
段
階

そ
の
も
の
が
、.
.新
し
い
經
濟
構
成(

組
嫌)

の
元
素
ビ
條
件
ど
を
含
ひ
か
、
R
就>

v

特
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
" 

匆
論
を
の
#
合
か
、
.る
組
織
を
'自
ら
作
6
あ
げ
た
民
族
ビ
、
外
部
か
ら
の
影
響
に
負
ふ
民
族
ビ
は
區
ガ
せ
ね
ば
な
ら 

な

S
.

,'20.〕

て
れ
は
'私
が
本
稿
0
冒
頭
に
引
用
し
た
€
こ
.ろ
の
：
發
痕
を
內
的
必
然
性
を
以
て
考
察 

す
る
>
J
SI:
V
別
の
言
葉
を
以
て
言
ひ
現
は
し
た
も
の
に
外
な
ら
な
い
。
|

ろ
で
玆
纪
私
が
取
办
上
げ
ん
ど
す
る 

调
題
は
存
す
.る
。
そ
れ
は
曩
ー
の
引
用
を
；冉
錄
す
れ
ば
、「

經
濟
發
展
は
、
從
來
の
全
經
過
に
於
い
て
、
連
結
せ
る
因
果 

關

敗

的

の

•一

 

^
連
續
過
程
で
あ

'̂
、
又
先
行
せ
る
形
成
物
ミ
關
聯
し
て
絕
え
ず
新
し
い
形
微
が
出
現
す
る
一
の
生
成 

で
あ
が」

せ
い
ふ
ミ
>£
^
就
い
て
^
あ
る
0

‘
即
ち
飾
單
に
云
’ベ
ば
認
識
上
に
於
い
て
，
置
關
係
ヒ
見
出
ず
S
い
ふ
l

、
K
に
は
新
し
い
も
の
、
發
生
に
，就 

'
 
r
て
進
べ
た
い
ど
風
ん
。
^'
レ
^
、
に
取
办
上
げ
-5
;
問
題
ば
ぞ
の
本
來
の
姿
{£
於
い
て
、
囊
に
一
言
し
た
徵
の
令
K 

性
の
問
身
で
&
る
。
若
し
ク
ス
ォ
の
宏
ふ
意
哝
に
於
け
る
發
展
の
問
題
を
究
咖
ず
み
^
业
爻
る
な
ら
ば
、
縱
の
流
れ 

於
け
る
發
肫
^
耽
|
ふ
べ
3
で
あ
ら
、

。
然
し
私
は
.論
免
办
都
合
上
こ
の
縱
の
問
題
を
、
經
濟
史
上
に
於
げ
ろ
發 

展
段
階
理
論
の
碑
究
に
關
聯
せ
レ
め
て
行
ひ
た
ぃ
意
圖
を
有
し
て
^
る
o
從
て
能
ふ
べ
ぐ
ん
ば
此
の
稿
に
於S

て
、
 

若
し
餘
裕
な
く
ん
.ば
齋
風
段

階

ま?:
論
ず
る
機
會
5:
與
べ
.ら
れ
た
る
際
^
詳
論
し
た
く
思
上
。
§

と
«
|«
1
題
ば
：旣
七
私
が
本
訪
上
に
.於
い
て
ド
ブ
シ
チ
の
"發
展
段
喈
否
定
論
を
紹
介
し
た
際
に
.他
日
を
柳
し
た
も
の
で
あ
る
が
’(

本
誌
如
二
十
五

.ら
S-
る

に

——

然
し
同
時
に
と
：の
プ
レ
エ
ズ
ラ
ろ
の
ー
そ
れ
は
禅
々
に
ミ
つ
：て
必
ず
し
も
进
晛
な
も
の
の
み
の
列
擧
ミ
は
考
へ
ら
れ
な
い
の
で 

-

.あ
る
が
一
-或
は
本
稿
に
於
い
て
は
之
に
論
じ
行
き

#
な
いw

思
ひ
、
妓
.に
言
及
し
て
置
く
次
第
で
あ
る
。
何
と
の
段
階
說
に
就
い
て
は
咋
苹
本 

パ
誌
上
に
於
い
て
先
艰
輿
⑴
忠
雄
戍
に
ょ
づ
て
論
ら̂

.れ

.
るv/

こ
'

ろ
が
あ
っ
た
。

(

第
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十
五
：卷
第
！
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號
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理
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經
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一
四
六 

就
き
て
見
ち
れ
た
く
思
ふ
。

從
て
'私
は
苒
び
橫
の
全
體
性
の
問
題
に
立
ち
'入

气
:

多
#
多
樣
な
舭
會
諸
吞
象
^
於
い
て
本
質
は
&
も
れ
て
！

Q

る
の
が
普
通
で
あ
る
ミVJ

は
旣
k
論
じ
z 
 ̂
Z 

5
で
あ 

る
。
菩
々
は
先
づ
こ
の
埋
も
れ
^
ゐ
る
^
ミ
ろ
.の
も
の
を
堀
6
起
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
而
し
て
茲
k
求
め
る
根
本
的 

事
實
ビ
は
、
人
間
が
注
存
維
持
‘の
爲
め
k
.物
質
的
生
產
を
行
ふ
こ
ど
で
あ
る
Z
ど
も
.亦
旣
に
見
來
っ
た
.ど
こ
4

あ 

る
o 

3 

5々

が
こQ
吾
々
を
取
I

く
諸
.現
象
を
そ
.の

重

k
於
.

S

 

'て
認
■
す
る
に
當
？

、
ミ
れ
等
諸
現
象
は
各 

自
決
し
て
自
立
し
て
ぬ
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、先
づ
諸
現
象
間
の
相
互
#'
用
?:
發
見
ぜ
ね
ば
な
ら
な
い
。
 

最
初
か
く
し
て
行
は
れ
る
の
は
云
ふ
迄
も
な
く

外
的
相
互
僧
用
を
認
め
る
乙
を
で
あ
ら
ぅ
。
然
し
そ
れ
だ
ゴ
で
は
勿 

論

不

十

分

で

吾

々

'は
云
は
<
か
、
る
直
接
的
屢
の
內
S

進
J

け
れ
ば
な
ら
芝
。
'か
ぐ
し
て
次
S
 

見
3
れ

る

の

，は

因

果

關

係

で

あ

る

。

«
現

.象||
1
]に
於
け
る
原
因
結
果
の
.關
係
で
あ
る
。
然
し
そ
れ
は
.瑶
に
1
現
象
が 

原
因
で
あ
？

、
秦
の
現
象
が
結
架
で
あ
る
蔬
_
す
る
.だ
.け
:̂
止
免
ら
ず
、
前
者
も
現
實
k
於
ぃ
t
は
結
果
ビ
し 

て
現
は
れ
杨
者
も
亦
原
因
ど
な
る
こV

が
到
解
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
乙
ミ
は
私
は
旣
^
逆
影
響
を
考
察 

じ
た
際
^i

言
し
た
.ど
こ
ろ
で
あ
气
i
く
一 K

は
れ
る
ど
：こ
ろ
：で
あ
る
•が
、
例
へ
ば
法
律
^
經
濟
e
に
就
い
て

見
る 

な
ら
ば
一
定
ゆ
法
#
が
マ
定
社
會
o'
:
經
濟
狀
態
の
結
果
ど
し
て
制
定
せ
ら
れ
る
0
即
ち
^
の
關
係
^

1
い
て
は
« 

濟
は
能
：動
的
股
因
で
あ
る
。:’然
I

:
の
他
方
.

い
て
、'

こ
の
法
律
は
該
證
狀
態
に
對
し
I

の
發
？

規
定
す 

る

妓

丨

於

ぃ

て
.̂

辑
も
亦
經
嫌
の
發
展
の
.能
»;

的
原
因
で
あ
る
^

云

は
«-
'
ば

な

ら̂'
い
。
そ
れ
は
相
互
作
用
し
、
 

逆
影
響
し
、
W

し
て
相
互
：發
展

す
る
办
で
あ「

る
t
 V

が
知
ら
れ
ね
ば
な
：e>
:
:
な

^

|:
.會
.の
發
展
を
可
能
な
ら
1,
:
め

-5
;
.の
で
あ
.■る
。
し
か
の
み
.な
ら
ず
、
之
の
.各
は
そ
れ
自
身
，k
於
い
.て
.も
亦
夫
..々
1 -
'
坡

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

. '.
-....

.I

. 

,:•
.
*
. 

.... 

. 

パ.
....... 

'

. 

. 

:
 

.. 
.

.:

.

. 

.. 

.

.

.

■

:

す
る
a
.そ
れ
は
,
乙
の
各
の
孰
れ
も
皆
現
象
ど
本
質
ビ
の
統
ー
で
あ
办
ノ
各
は
そ
の
本
質
に
從
て
を
れ
询
身
紅
淤
い 

.て
發
展
す
る
乙
ど
か
ら
し
て
、.
.容
嶔
k
看
取
6
得
る
：乙
ど
で
^
る
。

-
: 

'

言
葉
を
換
え
て
云
ふ
な
ら
ば
、
諸
邦
象
を
觀
.M
す
る
に
單
な
る
相
互
作
用
の
把
捉
だ
け
で
な
く
、
觅
^

己
の
痕
接 

的
觀
察
か
ら
突
き
進
ん
.で
諸
現
象
.間
の
因
臬
關
係
を
探
求
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
^
云
ぶ
。
か
、
る
現
象
間
の
內
的
關
聯
の 

認
識
は
.、
を
の
關
聯
の
モ
メ
ン
ト
を
把
捉
し
て
以
て
本
質
の
究
明
に
向
ふ
が
爲
め
^
缺
く
べ
か
ら
ざ
る
こ
ど
で
あ
る 

V

云
ふ
o 

‘
吾
々
は
‘一
切
の
現
象
は
內
的
に
矛
盾
し
た
も
の
で
あ
る
ヒ
い
ふ
之
^
を
知
つ
て
ゐ
る'°
そ
し
て
こ
の
內
的 

矛

盾

が

.*
ち
ゅ
る
.現
象
：を

餐

展5
せ
;5
ど
い
'ふ
ミ
.
を̂
知
づ
：て
ゐ
る
。
.そ
れ
は
又
曩
に
言
っ
た
本
質
的
矛
盾
の
謂
a 

で
あ
る
.0
旣
に
て
：れ
亦
知
る
如
く
、
#
質

<£
观
象
ど
.は
别
：の
：存
在
で
，は
な
い
。
從

.て
本
*

そ
の
も
の
は
決
し
て
靜
ih 

的
な
も
の
；で
は
な
い
？
そ
れ
^
は
發
展
の
あ
ら
ゆ
5-
モ
メ
ン
ト
が
含

^
れ
て
ゐ
る
。

^
れ
自
身
.に
矛
盾
を
包
含
し
て 

ゐ
る
の
で
.あ
る0

• »

々
が
認
識
を
進
め
て
本
質
を
究
明
オ
るVJ S

ふ
乙
i
は
、：本
鑕
的
矛
盾
の
發
見
の
こ
ど
で
な
け 

れ
ば
な
ふ
衣
い
'0

然も注意を袈する乙

V
,

は
、；,ヒ
の
本
質
的
矛
盾
が
.發
«
の
過
程
：の
原
因
で
あ
る
の
は
、
 

究
棰
に
於S

て
で
あ
る
乙
^
で
あ
る
？
即
ち
現
實
に
於
い
，，て
發
展
は
ひ
ミ
办
己
の
本
質
的
矛
盾
に
の
み
依
存
す
る
の 

で
は
な
s
i
.發
M
の
條
件
た
る
他
の
ー
聯
の
諸
矛
盾
^
も
依
存
す
石
の
'で
あ
る
。
：發
展
の
源
衆
は
本
質
的
矛
盾
で
あ 

るV

は
云
へ
、」

そ
れ
は
條
件
ど
結
合
し
て
行
は
れ
る
の
で
あ
る
ヾ
し
云
は
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

:

.

.;-
:

v
,
'
v
'
.
v

:

七 

r
:ぐ
；.
'

'

^

 

:■
*
.
-
 

.
:諸
現
象
の
：因
果
的
相
互
：依
存
性
の
發
見
：に
ょ

6
現
象
間
の
：內
的
關
聯
は
確
立
さ
れ
.、
.兹
に
發
展
の
.合
則
性
は
確
立 

さ
れ
：る
^
い：ふ

は

、：吾々
が
多
く
の
：：
先
覺

^
ょ

ル

敎

べ

ら

る

、

W

乙
ろ
で
あ
る
。
ミ
t
ろ
で
：發
展
を
對
立
物
の 

統

じ

^
見
る
:̂
さ
ぐ
古
き
も
0
、
廢

滅

ビ

翁:1
.

も̂
0
、
發

生
^
の
理
.解

は

可

能$
な

々

、
，延
い
て
：は
飛
蹓
的

第

姦

十

六

鮝(

.八
s

y

經
^

^
究
序
說
：のJ

窣 
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第

五

號一

四
八

發

興

の

理»
ネ
可
'能

ヒ
'«
る
：
の

で

あ

る

が

、

「

：
乙
：：の

問

題

，
は

玆

に

續

や

て

論

ず

る

Z
せ
を
此
め
-
'f
t

h .1

言
し
た
發
展 

段
階
の
现
論
を
取
-«
^
際
^
ま

セ

：讓

办

置
%
:た
^
せ
思
^
"
.要
す
る
^
以
土
.叙
述
し
た
認
«
に
就)

い
^
約
言
す
る
な 
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